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砂交通事政の思いやすらぎの大和路づくりをめざしましょう。

市民湘大会

般の交通安全R何度決盆大会.，骨院初優宵.匁たちが交渇安全..u削フ国医した.



9民大路甫丁目，-，・お姐5tt市健衛n34-11111ffl〒630

9 
泣
案
件
を
審
議
し
、

九
月
四
日
に
開
会
さ
れ
た
九
月
定
例
高

t
i
t
i
-
a
L
 

青

Iに
閉
会
さ

2
し
え

こ

の

被

告

E草
し

た

喜

一

土

-

t
i
z
t
Iて
Eど
f

z
i
E
?
5
t
 

-w被
官
槍
織
と
な
旬
ま
し
た

案
件
は
ま
と

f
z・

ー

財

団

法

人

市

街

災

;1s

i
i
i
i
i達

成
e
e
m
費
特
幽
別
会
計
決
算
の
毘
逗
マ
平
成

4

年
度
宮
市
水
道
修
岳
僚
会
計
決
算
の
想
定
円
V

E
z
i
i
i
 

館
内
足

A

闘
車
》

平
成
七
年
度
市
一
俊
A

m

針
循
亙
予

興
マ
平
成
七
年
度
室
閉
す
木
造
事
実
貨
特
別

i
l
-
-

E険
特
別
会
計
補
正
予
算
マ

Z七
年

j

i

 

m
マ
平
成
七
年
度
市
市
街
鎗
園
内
聞
鎗
，
衆

i
i
i
i
z
 

失
鯛
地
取
得
事
寮
婦
別
会
附
補
正
予
錬
円
v

j
iための
i
z

車
の
公
開
に
岡

Z
Sの
網
走

{E

審
蛾
)

h

v

織
舎
の
岨
根
拠
そ
の
他
券
常
鋤
の

康
貝
の
外
務
災
警
補
償
。
に
閣
す
る
条
例
の

一

E
i
E住宅
条
例
の
一

f

i
i
i
i
 

E
t
i
-
-
iに

お
け
る

E
S
-
-条
例
の

-E

9
月
羽
田
閉
会

正
マ
防
車
の
取
得
さ
一体
)
円
V

工
.
.
 耐

負
契
釣
の
・
給
マ

-n育
接
飼
舎
の
費
M
M
の
径

A
w

-
m
a欄
A
qb
ホ

(甫
京
終
町
四
丁
目

ω
a
R
)

マ
公
平
委
員
金
の
委
員
の
還
経
阪
本
・
骨
格

A

五
条
百
三
了
目
腎

ma}

s
t
i
i
E
Z
 

ト
リ
得
子

Aa畑
町

a}

i 9 i 9i9 i9H88182岡 へiでi喜一 f 

SiFME ハィAiν町 パル 一園l会A)i町 型圃車てi 似' 

市が収聾しないゴミ
..から幽されるゴ山市が酬で閥しますが金

酔嗣帥旧同ゴミ!坤で"惜しまぜん:lt;， 

引っ箇しや庫本のぜん定などで一時的に多盆に幽るゴミも

叙集し濠ぜん.

とれらのゴ " 自分刊の環輔.工場(左京五丁目

"相するか、間-f，!:!IIl*tI!(;!Jo"..'lfI~ o:・
Lで〈どさ，'. 
これらの闘は F開削暗i夕刊削ー般醐衡の

同醐同可でい...

3宣伝 浄化槽の酬は浄化槽訟で毎年 1 回(金1:{?~ Jj

式の浄化槽t出 a凶ね6か月ごとに i闘以』り実施するこ
とが‘'づげられていますので、 市の許可を受けた有事慢の

浄化槽清掃業省ヘ依領して〈だきい.

。

紬 l品川l'

一般廃棄物処理手数料
0ー僻酔bー附暗に出t:.~ !四分で環酬発工
場へ叫H 場合1:，I地までは剛山上超過分...
につき州制乱

O事師出岬耐珂酬虹場へ叫，る樋含"
...につきω同州民
〈問い合わぜ〉

環酬虻濁への・入t珊瑚 L同 3Q 0 0)、制

定者については金問.(同30 0 I )へ.
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奈良県知事選挙投票日 11月12日(日)

H 脚帽脚叫"臼輔衆 1I1IIl回醐"
RのU但で行われる予定です.

このiI*U 今後4年聞の.鳥取をまかぜる人を.ぷ組

めて..41:味金持つ週訓"です.I/.t:: t，が調・3庁霞治にM
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主権瞥の..と賓径をも，て A切，一厚傘候肱仁する

こと" みんなぞろ9て役'隠し-tL l 1・
〈掴...入〉

咽相5・・~lI nll回，でI:~民，れ丘四4彦副民で 司..，

隼711H包凪前aら引...・良市の佳良a・.台帳I:t
.刊かつ闘してもる人.

〈甫肉‘恩@人〉

平岡"忽 IIlJ!lo回以後。ζ怖肉鑑勝の騎也をした人"

.の健所‘の綬'臨調で後属して〈え25い.
〈欄内陸幽@人〉

ニの・.u.の軍司院ですので 司，..7 Aド71112日以後
に.良市から院内旬健の市町村へ魁幽した人" ・長出先

住所.の術町村.の何".いて住んでいるこ企の憲明

・J~，..，仇u ・民自前仁司優良市で"んでいた住所亀の俊
...寝耳で.ます.ただ，.I島内の市町村.，圃U土

蜘した川町らの問調.でも酬で..ぜん.

<0外‘2舗の人〉
ζの..は.の週陸相'ですので 綾"e'で6県外へ艦
幽した人は銭高できまぜん.

〈・・量m・〉
s・a・姐・ '"が畠)U. .艇で!UIIIします.この
醐 .'1.8:.附r州知t，...tT~一方開H
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ださい.ョ，人名簿に畳録，札ていれば通知.を再種行

Lます.

〈皇嗣.>

f雪原闘の午・7・eから'f-1t61Uでです.
〈不在.彼.>

俊民"'当日6佐.や笥..どで倹"断へ行"傘い人U

陥伺2・日..からlIf111Bωまで不在禽a・がで..す.

不..侯爵1:1:..1:の'瞬間ゅ ・Hに開帳，(・，.
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3 M一
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〈鳳間〉

宵λのAで.字fl.tl'れる地・." 信恵腐の係員仁
剛 L尚て (f!~ぃ.

<a;・公・〉
ζの週司院は 湿.公・・が憾好 配衛与れます.投事目

前'"までに配n霊す.
".か会ぃ.合は Jffil....鋼会へ連・・Lで〈
だl'~ '. 
〈闇 〉

剛日開・で..，時字から市e央体.・ (.車町}で
(iわれる予定です.

〈嶋"'I!!IDU>
.温・智理..会 (~ llll ) へ.
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担磁文化財楚楓調査の..，成換を市民のみ"'さんl知

つでもらい 後楓をより身4'0:ものとして穫しんでいたd

〈ために剛健します.

〈司F憾東軍〉
'f'Jl5.6刊の醐闘を刊に醐畏と して紹介し
ます.r.域粛の飼査jのほか 近年発足雲tた下綾川町の
.阜緩慢容などの「中盤峻""嗣査j について幽I._~解

aバネルなw提示します.
と曹 ;;月 2日嗣-， "閣午前9時~午後5時(入場は

午後4時手まで) ・ととろ 史俗文化センター {三条大

路ー了間) ・λ庖符ト鰻斜
ぐ変化財由演会〉
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の村岡修三さん③r.尾..
の発姻嗣査成果」 前文化財院

の..玄値突きん 砂入..

無事ヰ
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テマ「弘"r務馬台白山叫和JRJ
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テーマ f弘は 『都罵台町a北九州JNJ
岡み健一氏 {毎日続捌社特別臨調保安関)

テマ「鍋れ島〈邪婦台国ほとして』

醐"がきに附氏名電話軒脅
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